
1

筑波大学KEK東京大学

NIMSAIST

つくば

東京

柏

経団連

支援

第９回 TIAシンポジウム (2017.10.2 )

産業技術総合研究所
理事・
TIA推進センター長
金丸 正剛



2

基礎研究 応用研究、開発 実証 事業化

複雑化する技術開発、非連続的ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの追及 自前主義からｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝへ

オープンイノベーションの加速

大学・公的機関

産総研

企業
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製品

×
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技術基盤強化 マーケティング
プラットフォーム化
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TIAのビジョン

産業化

イノベーションシステムを支える共通要素を強化

（連携企画、人材育成、国際戦略、リーダーシップ等）

• 市場の風・情報の
享受

• 中核5機関連携を
中心とした公的研
究機関による基
礎、応用研究、要
素技術開発

•企業連携

•大型装置・大規模
研究設備群よる生
産技術開発

•垂直連携、ベン
チャー創出による明
日（市場の反応）
が見えるシステムの
構築

内外のアセットとユーザが連携・融合する

オープンプラットフォーム

知の創造・強化
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MEMS ラインTIA連携棟

NIMS
ナノグリーン棟

富士電機松本工場

2009年、研究・教育拠点として、TIA-nano発足
研究領域ごとに、施設・設備の整備

原子スイッチ技術を使ったNB-
FPGA完成／将来の衛星搭載予定

SiCデバイス工場稼働(2013)
鉄道などへの実用化

CNT量産工場稼働(2015)
アプリケーション開発、実用化推進

AIST
NIMS
筑波大
KEK
東大

SCRナノエレライン

累計３９プロジェクト

100～200億円/年

SiCパワエレライン

連携企業160社(FY28)

外部研究者数732人(FY28)

CNT大量生産
実験プラント

成果例
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TIAの多彩な連携

システム化プラットフォーム

共通基盤プラットフォーム

先進材料プラットフォーム
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TIAの多彩な研究成果
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TIAの多彩な研究成果

３２ｘ３２ 高集積光スイッチ
⇒ 光通信の超省エネ化

日本ゼオンスーパーグロース法
CNT製造プラント竣工(2015年)

SiCデバイス6インチ製造ライン

を富士電機が構築（2013年）

新材料原子スイッチの集積回路
(FPGA)実証

M1

M2

M3

M4

CMOS

M5

原子スイッチ
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ナノテクキャリアアップアライアンス
Nanotech Career-up Alliance

カーボンナノチューブ(CNT)の製造・アプリケーション開発

産総研が開発したスーパーグロース法を用いたカーボンナノチューブ（CNT）の量産実証
プラントを構築、企業への「橋渡し」により世界初の量産工場が稼働

サンプル供給によるアプリケーション開発促進

ナノ粒子・ナノ材料の
安全性研究

量産工場稼動(2015)

2015年11月11日
日本ゼオン製造プラント竣工

単層CNTサンプル供給体制の確立

大型連続合成装置
実証プラント

(2011)

生産速度を10,000倍以上に向上

スーパーグロース法発見

(2004) 完成したスーパーグロース法カーボンナノ
チューブ工場（山口県周南市）
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つくばパワーエレクトロニクスコンステレーション（TPEC）

人材育成

応用
システム

産業用デバイス

単結晶育成
高品位エピ成長
結晶欠陥評価

SiC材料

SiCデバイス

材料：4社

デバイス：6社

機器：5社

応用：10社 大学・研究機関
15機関

SBDダイオード
IEMOS、JFET

実装技術
インバータ
電機部品
電力応用

http://www.tdk.co.jp/
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjR07zI88bLAhUlUKYKHSVDBnEQjRwIAw&url=https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%96%B0%E9%9B%BB%E6%A9%9F&psig=AFQjCNEhBMQrAlOu18LoN1OXaiNo6VXtfQ&ust=1458275998964942
http://www.denken.or.jp/index.html
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SiCパワー半導体デバイスの量産化

SiC素子
量産試作品

太陽光パワー
コンディショナー
（20 kW）

太陽光パワーコンディ
ショナー（1000 kW)

東レ SiCプロセス用感
光性耐熱レジスト

リガク Ｘ線によるSiC
材料の結晶欠陥評価

SiCデバイス
パッケージ

SiCデバイス量産実証プラント

富士電機松本工場

SiCデバイスの6インチ製造ラインを
富士電機が構築（2013年）

つくばパワーエレクトロニクスコンステレーション
(TPEC)

産総研で培ったSiCデバイス技術を基盤に、専用試作ライン構築し事業化へとつなぐ
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300 mm径 シリコンウェーハ加工ライン

• シリコン半導体微細化技術の開発拠点として2002年3月竣工

• 床面積：3000 m2、クリーン度：クラス3 (0.1μm径以上の微粒子が103個/m3以下)、化学汚染や機械振
動にも対策、装置群：150台以上、試作技術スタッフ：20名以上

• 2009年までに45nm 技術世代の極微細半導体技術を開発

• TIAの拠点として、蓄積した極微細半導体技術を、国家プロジェクトなどに活用
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• 300mmラインを用いた集積化技術
• 集積化に適した構造・材料開発
• 信頼性向上

基礎研究 応用研究、開発 実証 事業化

TIA

新材料・新原理デバイスの集積化実証:原子スイッチ

• NIMS・NECによる原子スイッチの基
礎研究と実用化を見据えた製造技術の
研究開発
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３端子原子移送型スイッチ素子の構造と動作

図９ 三端子原子移動型スイッチ素子
を利用した論理回路再構成可能LSI

300mm
量産ライン

M1

M2

M3

M4

CMOS

ULK M5
SCR
BEOL ライン

新材料を用いた
原子スイッチ
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シリコンフォトニクス・スイッチの開発

SCR 300ミリラインを用いて
世界最大規模３２ｘ３２光スイッチを実現

✓ 産総研TIA-SCRの300 mmラインを活用
✓ マッハツェンダ型スイッチ等を2000個以上集積
✓ LGAインターポーザを用いたフリップチップ実装

大規模実運用テストベッドの構築

垂直融合テストベッド
➢多階層資源管理
➢アプリ実装
➢大規模光切り替え実証
➢システム動作検証

最大トラフィック量
90Tb/s

実測消費電力
約6kW
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IoTオープンイノベーション拠点を構築

NEDO「IoT技術開発加速のためのオープンイノベーション推進事業」
で10機関が連携
➢ IoTデバイスの開発及び試作を行うための設計・製造の基盤拠点を構築
➢ IoTデバイスのアイデアを事業化につなげる実装・システム化技術の強化
➢ 我が国のIoT技術開発の加速化へ貢献

① IoTセンシングに向けた赤外イメージングシステム開発
② ビッグデータ解析のための低消費電力演算チップ開発
③ IoTネットワークインターフェースデバイス製造技術開発

④ 燃焼式水素ガスセンサーチップ開発
⑤ プラズモニックセンサー及びIoTデバイスを

用いたセンシングシステム開発
⑥ 高効率極小RFIDタグ開発
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TIA連携プログラム探索推進事業「かけはし」
目的：共同研究や共同事業の立ち上げに向けた

複数機関で連携して行う調査研究を支援

 TIA中核5機関の連携基盤を強化
 新規領域の開拓（バイオ、計算科学など）
 大型研究資金獲得のための戦略立案と体制構築等
平成28年度の成果

 多数のワークショップやシンポジウムを開催

 ４７０人以上の研究員が参画
平成29年度の活動
 H29年度採択 全50課題を実施中（新規30件、継続20件）

研究・技術の
“種”を探し、
連携によって

“芽”を育てる事業

30%

14%
12%

16%

24%

4% 医療・バイオ

エレ・デバイス

グリーン

計測

材料・加工

共通基盤

平成2９年度採択課題の分野傾向

0

5

10

15

5機関 4機関 3機関 2機関

チ
ー
ム
数

平成2９年度採択課題の連携機関数
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つくば内外の医療・生活系シーズ
（主に創薬・デバイス）の研究開発・実証
産総研 ：糖鎖工学、センサネットワーク
NINS ：呼気分析デバイス、医療用接着剤

メカノバイオ活用ナノ・マイクロパターン材料
筑波大学：BNCT（ホウ素中性子捕捉療法）、ナノDDS

オレキシン
ＫＥＫ ：医療用光源（コンパクトERL等）
東京大学：ナノバイオ計測

筑波大学
附属病院

TIAの新展開：バイオ

T-CReDO
つくば臨床医学
研究開発機構

技術シーズ

開発支援

 先端バイオ計測施設を新設し、企業等も簡便に利用可能に。
 TIAナノバイオサマースクールを実施。企業・学生などから
多数の参加あり。

共用施設制度
の整備
・

人材育成

先端バイオ計測施設で利用可能な装置例

計算科学

糖鎖プロファイリング初級コースの様子

植物転写因子相互作用解析システム
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TIA-nano第２期
FY2015-2019

TIA-nano 第１期

日本型オープンイノベーション拠点
の構築
• ユーザー企業の拠点運営への関与
• 約30の国家PJの推進
• 成果の事業化
• 中核機関の連携マインドの醸成
• ４機関連携によるプロジェクト、

人材育成事業の推進

• 異分野融合への組織間連携
• 知の創造と産業化が並走する場

industry‐academia‐government - fund cooperation

FY2010-2014

資源連動を核にした
イノベーション

エコシステムの構築

TIA さらなる連携の展開

TIA-nanoから TIAへ
2016

AIST NIMS KEK

U.Tokyo

かけはし H29年度：提案71件中、採択50件
（H28年度からの継続20件、新規提案30件）

U.Tsukuba
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TIAが生み出すイノベーション

• イノベーションの芽を育む

–「かけはし」

–人材育成

• イノベーションシステムを駆動する

–大規模研究施設

–垂直連携（TPEC）

• イノベーションを結実させる


